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◎市バス 36○系統「鶴甲団地」「鶴甲⚒丁目止り」又は「鶴甲⚓丁目」行を利用し、
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令和⚔年度第⚓年次編入学試験へ出願される皆様へ

新型コロナウイルスの感染拡大、または日本への入国制限が見込まれ
る場合、人文学研究科で実施する入試については、出願方法や選抜方法
等を今後変更する可能性があります。

変更する場合は本学部HPにて通知します。
必ずHPにて変更の有無を確認してください。

URL：http://www.lit.kobe-u.ac.jp/admission/transfer.html
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〔令和７年３月卒業予定者向〕
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令和６年度本研究科博士課程前期課程へ出願される皆様へ

新型コロナウイルスの感染拡大、または日本への入国制限が見込まれる
場合、人文学研究科で実施する入試については、出願方法や選抜方法等
を今後変更する可能性があります。

変更する場合には、本研究科ＨＰにて通知します。
必ずＨＰにて変更の有無を確認してください。

URL：http://www.lit.kobe-u.ac.jp/admission/master.html

◎市バス系統㊱系統「鶴甲団地」「鶴甲2丁目止り」又は「鶴甲3丁目」行を利用
し，阪神御影，JR六甲道，阪急六甲から乗車，神大文理農学部前下車。所要時
間はそれぞれ約25分，約15分，約10分。徒歩の場合は，阪急六甲から
約15分。



人文学研究科博士課程前期課程の学生募集は、
⚒期に分けて行います。
第Ⅱ期は、⚒月頃に実施します。
第Ⅱ期の学生募集要項は、11月下旬に発表す

る予定です。

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

博士課程前期課程 アドミッション・ポリシー

人文学研究科は博士課程前期課程に次のような学生を求めています。
⿟人文学研究科博士課程前期課程の求める学生像
⚑．人文学諸分野に関心を持ち、既成の価値観にとらわれることなく、自分で

問題を発見し、追究していく情熱を持っている人
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕

⚒．自ら選んだ専門分野の研究を深め、その学術的展開を志す人
〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕

⚓．社会の一員としての自覚を持って、自らの学術研究を社会との係わりで展
開していく意欲を持っている人
〔求める要素：思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博士課程前期課程 アドミッション・ポリシー 

人文学研究科は博士課程前期課程に次のような学生を求めています。 

●人文学研究科博士課程前期課程の求める学生像 

１．人文学諸分野に関心を持ち、既成の価値観にとらわれることなく、自分で 

問題を発見し、追究していく情熱を持っている人 

     〔求める要素：思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕 

２．自ら選んだ専門分野の研究を深め、その学術的展開を志す人 

〔求める要素：知識・技能，思考力・判断力・表現力，関心・意欲〕 

３．社会の一員としての自覚を持って、自らの学術研究を社会との係わりで展    

開していく意欲を持っている人 

〔求める要素：思考力・判断力・表現力，主体性・協働性，関心・意欲〕 

 

 

 

 

 

           人文学研究科博士課程前期課程の学生募集は， 

２期に分けて行います。 

           第Ⅱ期は，２月頃に実施します。 

           第Ⅱ期の学生募集要項は，11月下旬に発表す 

る予定です。 
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１．専攻及び募集人員 

専  攻 教 育 研 究 分 野 

募 集 人 員 

(第Ⅰ期，第Ⅱ期等のすべての選考を合わせて) 

文化構造 

哲学，倫理学，国文学（国語学を含む），中国・韓国文学， 

英米文学，ヨーロッパ文学 

１７名 

社会動態 

日本史学，東洋史学，西洋史学，心理学，言語学（英語学を含む），

芸術学，社会学，美術史学，地理学 

２７名 

合    計 ４４名 

（注：上記の募集人員には，外国人特別学生を含む。） 

 

２．出願資格 

次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 大学を卒業した者（令和８年３月卒業見込みの者を含む。） 

(2) 学校教育法第104条第７項の規定により学士の学位を授与された者（令和８年３月学士の学位を授与される見込みの者

を含む。） 

(3) 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年

の課程を修了した者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるもの

に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別

に指定するものの当該課程を修了した者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又は関係機関の認証

を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定するものに限る。）におい

て，修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国におい

て履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって

前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で

文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号） 

(9) 学校教育法第102条第２項の規定により大学院に入学した者であって，本研究科教授会において，大学院における教育

を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

＊(10) 本研究科において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で，令和８年

３月31日までに22才に達するもの 

 

＊資格審査 

上記(10)の出願資格により出願する者については，あらかじめ同資格の審査を行いますので， 出願資格審査申請書等

関係所定用紙を神戸大学大学院人文学研究科教務学生係へ請求のうえ，令和７年７月16日（水）までに同係に提出して

ください。書留速達郵便とし，封筒表面に「神戸大学大学院人文学研究科博士課程前期課程資格審査申請書在中」と朱

書きすること。なお，直接持参しても受理しません。郵便事情を考慮して早めに送付してください。 

審査の判定は令和７年７月25日（金）までに本人宛に通知します。 

（提出書類） ・出願資格審査申請書（本研究科所定の用紙） 

・出願資格認定調書（本研究科所定の用紙） 

・研究計画書（本研究科所定の用紙） 

・最終出身学校の卒業及び成績証明書 
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・推薦書（任意―本研究科所定の用紙） 

・審査判定送付返信用封筒（長形３号，縦23.5㎝×横12.0㎝に速達用郵便切手410円を貼付し宛先を

明記してください。） 

資格審査により出願資格の認定を受けた者は，出願手続を出願期間内に行ってください。 

（なお，この場合出願書類中の卒業証明書，成績証明書は不要です。） 

 

 

３．出願期間 

令和７年8月20日（水）から令和７年8月2２日（金）まで 必着 

出願書類の受付は郵送のみとします。直接持参しても受理しません。 なお，郵便事情等を考慮して早めに送付してくださ

い。 

郵送に際しての注意事項 

(1) 書留速達郵便とし，封筒表面に「大学院人文学研究科博士課程前期課程入学願書」と朱書きすること。 

(2) 上記出願期間内に間に合うよう，検定料は最寄りの郵便局で，別添「郵便局専用払込用紙」を用いて納付してくださ

い。 
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４．出願手続 

志願者は，次の書類等を取りそろえ，神戸大学大学院人文学研究科教務学生係に提出してください。 

(1) 入学願書・写真票・受験票（一連様式） 用紙は本研究科で交付します。 

                    ※願書に氏名を記入する際の注意事項 

日本人以外で氏名が漢字表記の場合は，パスポートと同じアルファベット表       

記で氏名を併記してください。 

(2) 検 定 料  30,000円（郵便局で納付後，「振替払込受付証明書」を入学願書の指定の箇

所にのり付けして提出してください。（受付局の日付印のないものは無効で

す。）） 

(3) 卒 業 （ 見 込 ） 証 明 書  原本を提出してください。 

(4) 成 績 証 明 書  原本を提出してください。 

(5) 志望する教育研究分野の「研究の概要」 志望する教育研究分野に関して，これまで進めてきた研究内容と，今後の研 

（6,000～8,000字）３部（コピー可） 究計画について記述してください。欧文の場合は，2,500～3,500語。 

卒業論文（又はそれに準ずる論文）を執筆済みの場合は，「研究の概要」に

代えて提出することができます。 

(6) 写 真 ３ 枚  上半身脱帽正面写し，縦４㎝・横３㎝。出願前３か月以内に撮影したものを

入学願書等所定のところに貼付してください。 

(7) 受 験 票 送 付 用 封 筒  定形封筒（長形３号，縦23.5cm×横12cm）に速達用郵便切手（410円）を貼付 

し，出願者の郵便番号，住所，氏名を記入してください。 

(8) 住 所 票 ３ 枚  出願者の郵便番号，住所，氏名を記入してください。 

(9) 言語検定試験の成績証明書等の写し（提出を希望する保有者のみ） 

提出可能な外国語・試験の例は下の表のとおりです。   

※証明書は過去２年以内のもの。独検，仏検等の      

検定試験の場合，「合格証明書」と併せて得点

が記された書類も提出してください。「一次試

験結果通知表」がある場合は，そちらも提出し

てください。 

 

 

 

 

５．入学者選考方法 

選考は，学力試験，研究の概要等及び成績証明書等の結果を総合して行います。 

学力試験（筆記試験（語学100点，専門科目100点），口述試験）は，本研究科において次のとおり実施します。 

 

筆記試験 令和７年9月29日（月） 

語   学      10：00～11：00 

専門科目      13：00～15：00 

 

 

 

 

外国語 言語検定試験 

英  語 TOEFL iBT，TOEIC，IELTS 

独  語 独検，Goethe-Zertifikat，TestDaF，ÖSD 

仏  語 仏検，DELF/DALF 

中国語 中検，HSK 

韓国語 ハン検，TOPIK 

伊 語 伊検，PLIDA 
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志願する教育研究分野ごとの試験内容は下表のとおりです。 

専攻 コース 教育研究分野 
語   学 

（１か国語選択） 
専 門 科 目 

文
 
 
 
化
 
 
 
構
 
 
 
造
 

哲 学 

哲     学 英 語 

哲学・哲学史。 

独語，仏語，古典ギリシア語，ラテン語のうちから 

１か国語を選択。（入学願書等の所定の欄に記入して

ください。辞書の持込可。ただし電子辞書は不可。） 

倫  理  学 英 語 

哲学・倫理学。 

独語，仏語，古典ギリシア語，ラテン語のうちから 

１か国語を選択。（入学願書等の所定の欄に記入して

ください。辞書の持込可。ただし電子辞書は不可。） 

文 学 

国  文  学 

（国語学を含む） 
英 語 

日本古典文（必須）及び国文学・国語学・日本語教育

学 

中国・韓国文学 
中国語，韓国語

（※） 

中国語学及び中国文学（中国古典文を含む。）又は韓

国語学及び韓国文学（入学願書等の所定の欄に記入し

てください。） 

英  米  文  学 英  語 英米文学 

ヨーロッパ文学 独語，仏語，伊語 

ドイツ文学，フランス文学，イタリア文学のうちから

１科目を選択。（入学願書等の所定の欄に記入してく

ださい。） 

社
 
 
 
会
 
 
 
動
 
 
 
態
 

史 学 

日  本  史  学 英語，中国語 日本史学（古文書を含む。） 

東  洋  史  学 
英語，独語，仏語， 

中国語，韓国語 
東洋史学 

西  洋  史  学 英  語 

西洋史学及び独語，仏語，伊語のうちから１か国語を

選択。（入学願書等の所定の欄に記入してください。

辞書の持込可。ただし，電子辞書は不可。） 

知識シ

ステム

論 

心  理  学 英  語 心理学（英語の問題を含む。） 

言  語  学 

（英語学を含む） 
英  語 言語学（英語学，応用言語学を含む。） 

芸  術  学 英  語 芸術学（英語の問題を含む。） 

社会文

化論 

社  会  学 英語，独語，仏語 理論社会学及び経験社会学 

美  術  史  学 
英語，独語，仏語， 

中国語，伊語 
美術史学 

地  理  学 英  語 地理学 

（※）留学の目的をもって日本に入国した外国人又は入国しようとする外国人で，第一言語を日本語としない者は，外

国人特別選抜に出願してください。（外国人特別学生選考要項の３．出願資格をよく確認すること。） 

 

 

口述試験 令和７年9月30日（火） 10：00～ 

口述試験は個人単位で行い，筆記試験及び提出資料を参考に志望理由や入学後の修業計画等について質疑応答を行います。 
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６．合格者発表 

令和７年10月17日（金）10：00（予定） 

本研究科ホームページに掲載するとともに，合格者には合格通知書を郵送します。 

（電話等での照会には一切応じられません。） 

 

 

７．入学料及び授業料 

入  学  料     282,000円（令和７年度実績）  

授  業  料（前期分）267,900円（令和７年度実績） 

（後期分）267,900円（令和７年度実績） 

（在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。） 

 

 

８．個人情報の取扱いについて 

(1) 本研究科が保有する個人情報は，「個人情報の保護に関する法律」等の法令を遵守するとともに，「神戸大学の保有

する個人情報の管理に関する指針」等に基づき厳密に取り扱います。 

(2) 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は，入学者の選抜（出願処理，選抜実施），合格者発表，入学手続業務，

今後の入学者選抜方法及び大学教育改善のための調査・研究のために利用します。なお，調査・研究及び結果の発表に

際しては，個人が特定できないように処理します。  

(3) 出願にあたって提出された個人情報は，入学者の個人情報についてのみ入学後の学生支援関係（健康管理，授業料免

除，奨学金申請），教務関係（学籍，修学指導）等の教育目的及び授業料等に関する業務並びにこれらに付随する業務

を行うために利用します。 

(4) 一部の業務を神戸大学より委託を受けた業者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。この場

合，業務を行うために必要となる限度で受託業者に個人情報を提供しますが，守秘義務を遵守するよう指導します。 

 

 

９．入試情報開示について 

受験者本人（合格者は除きます。）から開示請求があれば，令和８年度入試の個人の試験成績を書留郵便により郵送しま

す。 

開示する試験成績は，総合評価（Ａ・Ｂ・Ｃ）で通知します。 

①  請求方法 次のものを同封のうえ，必ず受験者本人が郵送により請求してください。 

・令和８年度神戸大学大学院人文学研究科博士課程前期課程第Ⅰ期の受験票 

・返信用封筒（長形３号，縦23.5cm×横12.0cm）460円切手貼付，返信先宛名明記） 

②  請求期間 令和８年５月１日～令和８年６月30日（必着） 

③  開示時期 令和８年７月１日以降順次，書留により郵送します。 

④  請 求 先  〒657-8501   神戸市灘区六甲台町１－１ 

神戸大学大学院人文学研究科教務学生係   TEL078－803－5595 

 

 

― 5―



- 6 - 

 

10．麻しん（はしか）・風しんの感染予防措置 

麻しん・風しんのワクチン接種（予防接種）・抗体検査に関する書類の提出について 

神戸大学では「麻しん風しん登録制度」を定め,入学後のキャンパス内での麻しん・風しんの流行を防止するため，全て

の新入生に次の①，②，③のいずれかを提出していただいています。 

① 麻しん・風しんのワクチン接種を，満１歳以降にそれぞれについて２回ずつ受けたことを証明する書類（推奨） 

② 過去５年以内（令和３（2021）年４月以降）に麻しん・風しんのワクチン接種を，それぞれについて１回ずつ受け

たことを証明する書類 

③ 過去５年以内（令和３（2021）年４月以降）に受けた麻しん・風しんの抗体検査の結果が，「麻しん・風しんの発

症を防ぐのに十分な血中抗体価（下表を参照）を有していること」を証明する書類 

 

 ＊ ①，②のワクチンは，麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）等の混合ワクチンでもかまいません。 

 ＊ ①，②では，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載されていることが必要です。 

 ＊ 母子手帳等のワクチン接種記録や接種済証も，接種したワクチンの種類と接種年月日が記載されていれば①，②の

書類として使用できます。 

 ＊ 既往歴（かかったこと）がある場合は，③を提出するか，ワクチン接種を受けて①か②を提出してください。 

 ＊ ③では，下表の血中抗体価の測定方法と測定値が記載され，測定値が同表の判定基準を満たしていることが必要で

す。血液検査結果票そのものの提出でもかまいません。血中抗体価が不十分な場合には，必要なワクチン接種を受

け，①か②を提出してください。 

 ＊ ①，②，③の書類の組み合わせ，例えば麻しんについては①，風しんについては③を提出してもかまいません。 

 ＊ 麻しん・風しんの血中抗体価が不十分にもかかわらず，病気や体質等やむを得ない事情によってワクチン接種を受

けられない場合には，その旨を記載した文書（医師による証明書等）を提出してください。 

 ＊ 上記のいずれの書類も入学試験の合否判定に用いるものではありません。 

 

提出期限：４月入学者は新入生健康診断実施日，10月入学者は10月入学者健康診断実施日 

提出先 ：健康診断会場内 麻疹風疹登録受付 

 

麻しん・風しんの発症を防ぐのに十分な血中抗体価の測定方法と判定基準 

区  分 測定方法 判定基準 備   考 

麻しん 

IgG－EIA法  

PA法   

NT法 

8.0以上の陽性   

256倍以上の陽性  

４倍以上の陽性 

３つの測定方法のうち，いずれかで陽性 

風しん 
HI法   

IgG－EIA法 

32倍以上の陽性   

8.0以上の陽性 
２つの測定方法のうち，いずれかで陽性（HI法を推奨） 

＊ ワクチン接種歴が条件を満たす場合や追加接種する場合は，抗体検査は不要です。 

＊ 血中抗体価の測定は，この表の方法によってください。 

＊ 発症を防ぐのに十分な血中抗体価は，測定方法によって異なります。また，単に抗体陽性とされる値よりは高い値な  

  ので注意してください。 

＊ 医療機関を受診する際には，必要なワクチン接種や抗体検査を受けることができるか，予め確認してください。 

また，この学生募集要項を医師に提示するなどして必要な証明書を発行してもらってください。 

 

この感染予防措置に関する問い合わせは 

神戸大学保健管理センター TEL 078-803-5245 

神戸大学学務部学生支援課 TEL 078-803-5219 
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1１．注意事項 

(1)  出願手続後は，書類の記載事項等の変更，検定料の払戻しはできません。 

(2)  志望専攻，教育研究分野，受験語学等を願書所定の欄に記入してください。出願書類等に不備がある場合には， 

受理できないことがあるので出願前によく確認してください。 

また，出願書類に不備がある場合等，願書に書かれた電話番号やメールアドレス宛に連絡をすることがあります。こ

れらの確認漏れによる救済措置は行いませんので，ご注意ください。 

(3)  受験に関する詳細については，出願者に配付する「受験者心得」を参照してください。 

(4)  出願後に連絡先について変更が生じた場合は，速やかに連絡してください。 

(5)  受験票は９月５日（金）までに到着するよう本人現住所（連絡先）に郵送します。９月５日（金）を過ぎても到着

しないときは，問い合わせてください。 

(6)  障害等があって，受験上の配慮を必要とする出願者は，出願の１か月前までに申し出てください。 

(注)  事前申出は障害等のある方に神戸大学の現状をあらかじめ知っていただき，受験にあたってより良い方法を

実現するためのもので，障害等のある方の受験を制限するものではありません。 

申出の内容によっては対応に時間を要することもありますので，できるだけ早い時期に申し出てください。  

(7)  一度受理した出願書類の返却はいたしません。 

(8)  出願書類等に虚偽の申告をした者又は出願資格を満たすことができない者については，入学手続き完了後であって

も入学を取り消すことがあります。 

(9)  合格者の入学手続は令和８年３月中旬の予定です。（日時は，合格者に別途通知します。） 

 

 

1２．過去３年間の志願者数等一覧表 

年度 

項目 

令和５ 令和６ 令和７ 

特別入試 第Ⅰ期 第Ⅱ期 追加 特別入試 第Ⅰ期 第Ⅱ期 特別入試 第Ⅰ期 第Ⅱ期 

志願者数 17 34(11) 33(22) 2(2) 21 50(30) 28(22) 14 56(34) 45(38) 

受験者数 16 29(9) 27(17) 2(2) 21 43(24) 27(21) 13 46(26) 36(29) 

合格者数 10 17(3) 12(10) 1(1) 15 20(8) 11(7) 9 25(10) 16(13) 

入学者数 10 15(3) 11(9) 1(1) 15 18(7) 8(4) 9 20(9) 14(12) 

注）（   ）は外国人特別学生を内数で示しています。 

 

 

13．その他 

過去３年度分の人文学研究科博士課程前期課程の入試問題を神戸大学大学院人文学研究科教務学生係で閲覧，コピー

することができます。（電話・郵送等による照会はできません。） 

閲覧時間：平日（祝日・年末年始を除く月～金曜日）9：00～17：00 
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教育研究分野

哲　　　　　学

哲学特殊研究Ⅰ～Ⅲ
哲学史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
哲学演習Ⅰ～Ⅲ
哲学史演習
特別研究

☆
茶谷　直人　　　教　授
加藤　憲治　　　准教授
新川　拓哉　　　准教授
ｼﾞﾐｰ・ｴｲﾑｽﾞ　　 講　師

倫　　理　　学

倫理学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
現代思想特殊研究
倫理学演習Ⅰ～Ⅱ
現代思想演習
特別研究

中　　真生　　　教　授
安倍　里美　　　准教授

国　　文　　学
（国語学を含む）

国文学特殊研究Ⅰ～Ⅵ
国語学特殊研究Ⅰ～Ⅴ
国文学古代演習Ⅰ～Ⅱ
国文学中世演習Ⅰ～Ⅲ
国文学近世演習Ⅰ～Ⅱ
国文学近代演習Ⅰ～Ⅱ
国語学演習Ⅰ～Ⅷ
特別研究

○ 實平　雅夫　　　教　授
樋口　大祐　　　教　授
石山　裕慈　　　准教授
梶尾　文武　　　准教授
有澤　知世　　　准教授
池田　來未　　　講　師
田中　智子　　　講　師

中国・韓国文学

中国古典文学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
中国現代文学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
中国語学特殊研究
中国思想史特殊研究
韓国文学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
中国古典文学演習Ⅰ～Ⅳ
中国現代文学演習Ⅰ～Ⅱ
中国語学演習
韓国文学演習
特別研究

〇

◎

濱田　麻矢　　　教　授
朴　　鐘祐　  　教　授
早川　太基　　　講　師
周　　栄勝　　  准教授

英　米　文　学

英米文学特殊研究Ⅰ～Ⅹ
英米文学演習Ⅰ～Ⅹ
特別研究

山本　秀行　　　教　授
芦津　かおり　　教　授
奥村　沙矢香 　 准教授
平川　　和　　　講　師

ヨーロッパ文学

ドイツ文学特殊研究Ⅰ～Ⅴ
ドイツ文学演習Ⅰ～Ⅳ
フランス文学特殊研究Ⅰ～Ⅴ
フランス文学演習Ⅰ～Ⅳ
イタリア文学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
イタリア文学演習Ⅰ～Ⅱ
特別研究

☆

○

増本　浩子　　　教　授
中畑　寛之　　　教　授
河合　成雄　　　教　授
久山　雄甫　　　准教授
廣田　郷士　　　講　師

日　本　史　学

日本古代史特殊研究
日本古代中世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
日本中世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
日本近世史特殊研究
日本近世近代史特殊研究
日本近代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
日本現代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
日本古代史演習
日本古代中世史演習Ⅰ～Ⅱ
日本中世史演習Ⅰ～Ⅲ
日本近世史演習
日本近世近代史演習
日本近代史演習Ⅰ～Ⅱ
日本現代史演習Ⅰ～Ⅲ
特別研究

☆ 市澤　　哲　　　教　授
古市　　晃　　　教　授
吉川　圭太　　　講　師

東　洋　史　学

東洋古典古代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
東洋中世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
東洋近世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
東洋近現代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
東洋古典古代史演習Ⅰ～Ⅱ
東洋中世史演習Ⅰ～Ⅱ
東洋近世史演習Ⅰ～Ⅱ
東洋近現代史演習Ⅰ～Ⅱ
特別研究

真下　裕之　　　教　授
伊藤　隆郎　　　准教授
村井　恭子　　　准教授

西　洋　史　学

西洋古代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
西洋中世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
西洋近世史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
西洋近現代史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
西洋古代史演習Ⅰ～Ⅱ
西洋中世史演習Ⅰ～Ⅱ
西洋近世史演習Ⅰ～Ⅱ
西洋近現代史演習Ⅰ～Ⅱ
特別研究

高田　京比子 　教　授
小山　啓子　 　教　授
佐藤　　昇　　 教　授
藤澤　　潤　　 准教授

心　　理　　学

心理学特殊研究Ⅰ～Ⅲ
認知過程論Ⅰ～Ⅲ
認知情報論
心理学研究法Ⅰ～Ⅲ
心理学演習Ⅰ～Ⅲ
特別研究

野口　泰基　　教　授
柳澤　邦昭　　准教授
ﾀｰﾝ有加里ｼﾞｪｼｶ助　教

令和７年度　授業科目及び担当教員　　　　　　　　　　　（参考）
担　　当　　教　　員授　　業　　科　　目
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令和⚖年度 授 業 科 目 及 び 担 当 教 員 （参考）
教育研究分野 授 業 科 目 担 当 教 員

哲 学

哲 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅲ
哲 学 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
哲 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
哲 学 史 演 習
特 別 研 究

茶 谷 直 人 教 授
加 藤 憲 治 准 教 授
新 川 拓 哉 講 師

倫 理 学

倫 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
現 代 思 想 特 殊 研 究
倫 理 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
現 代 思 想 演 習
特 別 研 究

中 真 生 教 授
安 倍 里 美 講 師

国 文 学
(国語学を含む)

国 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅵ
国 語 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅴ
国 文 学 古 代 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
国 文 学 中 世 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
国 文 学 近 世 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
国 文 学 近 代 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
国 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅷ
特 別 研 究

○實 平 雅 夫 教 授
樋 口 大 祐 教 授
石 山 裕 慈 准 教 授
梶 尾 文 武 准 教 授
有 澤 知 世 講 師
池 田 來 未 講 師
田 中 智 子 講 師

中国・韓国文学

中 国 古 典 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
中 国 現 代 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
中 国 語 学 特 殊 研 究
中 国 思 想 史 特 殊 研 究
韓 国 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
中 国 古 典 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅳ
中 国 現 代 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
中 国 語 学 演 習
韓 国 文 学 演 習
特 別 研 究

濱 田 麻 矢 教 授
○朴 鍾 祐 教 授
早 川 太 基 講 師

◎△劉 萍 特任准教授

英 米 文 学
英 米 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅹ
英 米 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅹ
特 別 研 究

山 本 秀 行 教 授
芦 津 かおり 教 授
奥 村 沙矢香 准 教 授
平 川 和 助 教

ヨーロッパ文学

ド イ ツ 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅴ
ド イ ツ 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅳ
フ ラ ン ス 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅴ
フ ラ ン ス 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅳ
イ タ リ ア 文 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
イ タ リ ア 文 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
特 別 研 究

増 本 浩 子 教 授
中 畑 寛 之 教 授
○河 合 成 雄 教 授
久 山 雄 甫 准 教 授
廣 田 郷 士 講 師

日 本 史 学

日 本 古 代 史 特 殊 研 究
日 本 古 代 中 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 中 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 近 世 史 特 殊 研 究
日 本 近 世 近 代 史 特 殊 研 究
日 本 近 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 現 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 古 代 史 演 習
日 本 古 代 中 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 中 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
日 本 近 世 史 演 習
日 本 近 世 近 代 史 演 習
日 本 近 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 現 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
特 別 研 究

☆奥 村 弘 教 授
市 澤 哲 教 授
古 市 晃 教 授
吉 川 圭 太 講 師

東 洋 史 学

東 洋 古 典 古 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 中 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 近 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 近 現 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 古 典 古 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 中 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 近 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
東 洋 近 現 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
特 別 研 究

真 下 裕 之 教 授
伊 藤 隆 郎 准 教 授
村 井 恭 子 准 教 授

西 洋 史 学

西 洋 古 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 中 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 近 世 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 近 現 代 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 古 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 中 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 近 世 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
西 洋 近 現 代 史 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
特 別 研 究

高 田 京比子 教 授
小 山 啓 子 教 授
佐 藤 昇 教 授
藤 澤 潤 准 教 授



教育研究分野

言　　語　　学
（英語学を含む）

理論言語学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
英語学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
認知言語学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
音声学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
日本語学特殊研究
応用言語学特殊研究
理論言語学演習Ⅰ～Ⅱ
英語学演習Ⅰ～Ⅱ
認知言語学演習Ⅰ～Ⅱ
音声学演習Ⅰ～Ⅱ
日本語学演習Ⅰ～Ⅱ
応用言語学演習Ⅰ～Ⅱ
特別研究

☆ 岸本　秀樹　　教　授
田中　真一　　教　授
澤田　　治　　教　授

芸　　術　　学

芸術学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
美学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
芸術学演習Ⅰ～Ⅱ
美学演習Ⅰ～Ⅱ
作品分析演習Ⅰ～Ⅲ
特別研究

長坂　一郎　　教　授
大橋　完太郎　教　授
小寺　里枝　　准教授

社　　会　　学

文化社会学特殊研究
理論社会学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
社会学説史特殊研究
経験社会学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
社会人類学特殊研究
文化社会学演習
理論社会学演習Ⅰ～Ⅱ
経験社会学演習Ⅰ～Ⅱ
社会人類学演習
社会調査法演習Ⅰ～Ⅱ
多変量解析演習
質的分析演習
特別研究

○

白鳥　義彦　　教　授
平井　晶子　　教　授
佐々木　祐　　准教授
黒田　千晴　　准教授
梅村　麦生　　講　師
山下　泰幸　　講　師

美　術　史　学

日本美術史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
アジア美術史特殊研究
西洋美術史特殊研究
比較造形文化史特殊研究
近代造形史論特殊研究
日本美術史演習
アジア美術史演習
西洋美術史演習
美術作品資料演習Ⅰ～Ⅱ
特別研究

宮下　規久朗　教　授
野田　麻美　　准教授

地　　理　　学

地図史特殊研究Ⅰ～Ⅱ
社会地理学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
歴史地理学特殊研究Ⅰ～Ⅱ
地図史演習
社会地理学演習
歴史地理学演習
地理情報論演習
地域調査法演習
特別研究

原口　　剛　　教　授
菊地　　真　　准教授

研究科共通科目

古典力基盤研究
先端人文学演習
地域歴史遺産活用演習
アーカイブズ活用演習
地域歴史遺産活用研究
アーカイブズ活用研究
倫理創成論研究
倫理創成論演習
日本語日本文化教育演習
多文化理解演習
日本語教育研究Ⅰ～Ⅱ
日本語教育内容論Ⅰ～Ⅱ
日本語教育方法論Ⅰ～Ⅲ
日本語研究
日本社会文化演習Ⅰ～Ⅱ
グローバル人文学特殊研究※
比較現代日本論特殊研究※
比較日本文化産業論特殊研究※
グローバル対話力演習Ⅰ～Ⅱ※
アカデミック・ライティングⅠ～Ⅱ※
オックスフォード夏季プログラム※
海外日本語日本文化教育実習

各教育研究分野の担当教員

備考　○印はグローバル教育センター所属教員を示す。
　　　※印はグローバル科目を示す。

☆印は令和８年３月３１日付け退職教員を示す。
◎印は令和７年９月３０日付け退職教員を示す。

授　　業　　科　　目 担　　当　　教　　員

-9-

― 9―

教育研究分野 授 業 科 目 担 当 教 員

心 理 学

心 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅲ
認 知 過 程 論 Ⅰ ～ Ⅲ
認 知 情 報 論
心 理 学 研 究 法 Ⅰ ～ Ⅲ
心 理 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
特 別 研 究

野 口 泰 基 教 授
柳 澤 邦 昭 准 教 授
ターン有加里ジェシカ 助 教

言 語 学
(英語学を含む)

理 論 言 語 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
英 語 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
認 知 言 語 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
音 声 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 語 学 特 殊 研 究
応 用 言 語 学 特 殊 研 究
理 論 言 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
英 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
認 知 言 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
音 声 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
応 用 言 語 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
特 別 研 究

岸 本 秀 樹 教 授
田 中 真 一 教 授

☆○リチャード・ハリソン 教 授
澤 田 治 教 授

芸 術 学

芸 術 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
美 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
芸 術 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
美 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
作 品 分 析 演 習 Ⅰ ～ Ⅲ
特 別 研 究

長 坂 一 郎 教 授
大 橋 完太郎 教 授
小 寺 里 枝 講 師

社 会 学

文 化 社 会 学 特 殊 研 究
理 論 社 会 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
社 会 学 説 史 特 殊 研 究
経 験 社 会 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
社 会 人 類 学 特 殊 研 究
文 化 社 会 学 演 習
理 論 社 会 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
経 験 社 会 学 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
社 会 人 類 学 演 習
社 会 調 査 法 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
多 変 量 解 析 演 習
質 的 分 析 演 習
特 別 研 究

白 鳥 義 彦 教 授
平 井 晶 子 教 授
佐々木 祐 准 教 授
○黒 田 千 晴 准 教 授
梅 村 麦 生 講 師
□山 下 泰 幸 講 師

美 術 史 学

日 本 美 術 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
ア ジ ア 美 術 史 特 殊 研 究
西 洋 美 術 史 特 殊 研 究
比 較 造 形 文 化 史 特 殊 研 究
近 代 造 形 史 論 特 殊 研 究
日 本 美 術 史 演 習
ア ジ ア 美 術 史 演 習
西 洋 美 術 史 演 習
美 術 作 品 資 料 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
特 別 研 究

宮 下 規久朗 教 授
野 田 麻 美 講 師

地 理 学

地 図 史 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
社 会 地 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
歴 史 地 理 学 特 殊 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
地 図 史 演 習
社 会 地 理 学 演 習
歴 史 地 理 学 演 習
地 理 情 報 論 演 習
地 域 調 査 法 演 習
特 別 研 究

原 口 剛 准 教 授
菊 地 真 准 教 授

研究科共通科目

古 典 力 基 盤 研 究
海 港 都 市 研 究 交 流 演 習
地 域 歴 史 遺 産 活 用 演 習
地 域 歴 史 遺 産 活 用 研 究
倫 理 創 成 論 研 究
倫 理 創 成 論 演 習
日 本 語 日 本 文 化 教 育 演 習
多 文 化 理 解 演 習
日 本 語 教 育 研 究 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 語 教 育 内 容 論 Ⅰ ～ Ⅱ
日 本 語 教 育 方 法 論 Ⅰ ～ Ⅲ
日 本 語 研 究
日 本 社 会 文 化 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ
グ ロ ー バ ル 人 文 学 特 殊 研 究 ※
比 較 現 代 日 本 論 特 殊 研 究 ※
比 較 日 本 文 化 産 業 論 特 殊 研 究 ※
グ ロ ー バ ル 対 話 力 演 習 Ⅰ ～ Ⅱ ※
アカデミック・ライティング Ⅰ ～ Ⅱ ※
オ ッ ク ス フ ォ ー ド 夏 季 プ ロ グ ラ ム ※
海 外 日 本 語 日 本 文 化 教 育 実 習

各教育研究分野の担当教員

備考 ○印は国際教育総合センター所属教員を示す。 △印は特任又は特命教員を示す。
※印はグローバル科目を示す。 ☆印は令和⚗年⚓月31日付け退職教員を示す。

◎印は令和⚖年⚙月30日付け退職教員を示す。
□印は令和⚖年10月⚑日付け着任教員を示す。



神 戸 大 学 大 学 院 人 文 学 研 究 科
博 士 課 程 前 期 課 程

学 生 募 集 要 項

令和⚗年度（第Ⅰ期）

神 戸 大 学 大 学 院

人 文 学 研 究 科

R7 Ⅰ

◎市バス 36○系統「鶴甲団地」「鶴甲⚒丁目止り」又は「鶴甲⚓丁目」行を利用し、
阪神御影、JR六甲道、阪急六甲から乗車、神大文理農学部前下車。所要時間
はそれぞれ約25分、約15分、約10分。徒歩の場合は、阪急六甲から約15分。

令和⚖年⚗月

神戸大学大学院人文学研究科
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町⚑－⚑
電 話（078）803－5595

M

至大阪梅田

至大阪

御影

至大阪梅田

至大阪

新在家

六甲道

至三宮

至三ノ宮

至神戸三宮

国道⚒号線

阪神電鉄

ＪＲ

六甲至神戸三宮

阪急電鉄

市バス 36○系統
｢ＪＲ六甲道｣

市バス 36○系統
｢阪急六甲｣

市バス 36○系統
｢阪神御影｣

工学
研究
科

事務
局

理学研
究科

文学部・人文学研究科

農学研究科

市バス 36○系統
｢神大文理農学部前｣

国際文化学研究科
大学教育推進機構
学生センター（学務部）

附属図
書館

経済経
営研究

所

経済学研究
科・経営学

研究科

至 36○系
統

鶴甲団
地人間発

達環境
学研究

科

法学研
究科
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令和⚔年度第⚓年次編入学試験へ出願される皆様へ

新型コロナウイルスの感染拡大、または日本への入国制限が見込まれ
る場合、人文学研究科で実施する入試については、出願方法や選抜方法
等を今後変更する可能性があります。

変更する場合は本学部HPにて通知します。
必ずHPにて変更の有無を確認してください。

URL：http://www.lit.kobe-u.ac.jp/admission/transfer.html
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神戸大学大学院人文学研究科
博士課程前期課程

特 別 入 試 学 生 募 集 要 項

〔令和７年３月卒業予定者向〕

令和７年度

神 戸 大 学 大 学 院

人 文 学 研 究 科

Ｒ7 特

試 験 場 案 内 図

令和７年7月

神戸大学大学院人文学研究科
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１
電 話（078）803－5595

至大阪梅田

至大阪

御影

至大阪梅田

至大阪

新在家

六甲道

至三宮
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国道２号線

阪神電鉄

ＪＲ

六甲至神戸三宮

阪急電鉄

市バス 36○系統
｢ＪＲ六甲道｣

市バス 36○系統
｢阪急六甲｣
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｢阪神御影｣
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令和６年度本研究科博士課程前期課程へ出願される皆様へ

新型コロナウイルスの感染拡大、または日本への入国制限が見込まれる
場合、人文学研究科で実施する入試については、出願方法や選抜方法等
を今後変更する可能性があります。

変更する場合には、本研究科ＨＰにて通知します。
必ずＨＰにて変更の有無を確認してください。

URL：http://www.lit.kobe-u.ac.jp/admission/master.html

◎市バス系統㊱系統「鶴甲団地」「鶴甲2丁目止り」又は「鶴甲3丁目」行を利用
し，阪神御影，JR六甲道，阪急六甲から乗車，神大文理農学部前下車。所要時
間はそれぞれ約25分，約15分，約10分。徒歩の場合は，阪急六甲から
約15分。




